
別紙様式第11号

高収益作物次期作支援

現況面積
（計画時）

（a）

左記に相当する面積
の現況面積

（令和４年度末）
（a）

東海市高収益作物
次期作支援協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

283.9 283.9

野菜
ナスの次期作に向けては、施設栽培において、炭酸ガス発生装置や養液栽培
システム等の導入を推進し、面積あたりの生産量を増やすとともに、高品質
かつ安定的な生産を目指す。
花き
次期作に向けて、実需者ニーズに即した品目の導入を行うとともに、施設栽
培において、加温装置の省エネ化やかん水装置の自動化の導入・利用を推進
する。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

豊橋市担い手育成
総合支援協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

12,541.6 12,541.6

野菜
ナスを中心に土壌改良剤の施用や灌水装置の導入。
つまもの、花き
産地等で推奨する品目品種の導入、加温装置や灌水装置等の導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

豊川市地域農業再
生協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

7,050.6 7,069.3
大葉・ハーブ類・メロン・つまもの類・みつば・花き（切り花）
土壌改良材、農薬、肥料の施用、推奨品目の導入、地域で推進する梱包資材
の活用の促進、かん水装置等の導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

田原市地域農業再
生協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

35,395.0 36,117.0

野菜
ちんげんさい、なすについては、次期作に向けて、生産性又は品質向上に要
する資材等の導入に資する取組として、地域で推奨する品目・品種等の導入
や、品質向上に必要なかん水設備等の導入を推進する。
切り花、つまもの類
輪菊やスプレーマムなどの切り花や、大葉については、次期作に向けて、生
産性又は品質向上に要する資材等の導入に資する取組として、地域で推奨す
る品目・品種等の導入や、品質向上に必要なかん水設備等の導入を推進す
る。
香酸かんきつ
レモン、キンカンについては、次期作に向けて、生産性又は品質向上に要す
る資材等の導入に資する取組として、地域で推奨する品目・品種等の導入
や、品質向上に必要なかん水設備等の導入を推進する。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

名古屋市地域農業
再生協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

143.0 143.0
野菜・花き
実需者や消費者のニーズ即した品目・品種の導入及び生産性や品質向上のた
めの産地等で推奨する肥料、農薬などの導入・利用。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

一宮市地域農政推
進協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

115.0 92.0
野菜（つまもの類）
産地で推奨する品目や品種の栽培、戦略的に推進する肥料や農薬の導入、農
作業安全啓発動画を視聴することで作業中の事故を防ぐ。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっておらず目標
未達成のため、目標が達成されるよう通知し、今後の取組に期待
する。

高収益作物次期作支援交付金に関する事業評価票
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事業
実施
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稲沢市農業再生協
議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

313.0 266.0

野菜
トムギ（愛知県追加品目）について産地で戦略的に推進する肥料や農薬等の
導入及びかん水設備等の導入。
木の芽や水耕みつば（愛知県追加品目）について新たな品種の導入及び産地
で戦略的に推進する肥料や農薬等の導入。
花き
実需者ニーズに即した新たな品種の導入及び産地で戦略的に推進する肥料や
農薬等の導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっておらず目標
未達成のため、目標が達成されるよう通知し、今後の取組に期待
する。

あまそだち農業再
生協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

8,157.3 8,204.1

野菜
れんこんを中心に産地で戦略的に推進する肥料や農薬等を導入する。土壌消
毒、土改良剤を導入する。
施設切り花（加温栽培）
産地で推奨する品目・品種の栽培及び肥料・農薬・土壌改良剤等の導入。
施設みつば（水耕）
産地で推奨する品目・品種の栽培及び肥料・農薬の導入。
つまもの類【木の芽（さんしょ・ぼうふう）等】
産地で推奨する品目・品種の栽培及び土壌改良資材の導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

海部南部地域農業
再生協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

300.0 300.0

施設切り花（加温栽培）
産地で推奨する品目・品種の栽培及び肥料・農薬・土壌改良剤等の導入。
施設みつば（水耕）
産地で推奨する品目・品種の栽培及び肥料・農薬の導入。
つまもの類【木の芽（さんしょう）等】
産地で推奨する品目・品種の栽培及び土壌改良剤の導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

半田市高収益作物
次期作支援協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

124.7 124.7

花き
実需者ニーズに即した新たな品目の導入等の実施。
ブランド化に向けた栽培歴等の営農指導に基づき土壌改良資材の施用等を実
施。
かん水設備等の導入の実施。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

常滑市高収益作物
次期作支援協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

21,580.0 21,580.0
花き
実需者ニーズに即した新たな品目の導入及び安定生産のための土壌診断及び
土壌改良の実施。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。
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知多市高収益作物
次期作支援協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

116.8 116.8
花き
実需者ニーズに即した品目や品種の導入及び安定生産のためのかん水装置、
加温装置等の利用。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

阿久比町高収益作
物次期作支援協議
会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

374.8 374.8
花き
実需者ニーズに即した品目・品種の導入、安定生産と品質向上を図るための
産地で戦略的に推進する肥料、農薬、資材等の導入等。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

あいち三河農業協
同組合

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

256.9 256.9

野菜
なす栽培では産地で戦略的に推進する基肥ふりかけ堆肥の導入や、土壌改良
材コフナの導入。
つまもの
栽新規農薬グレーシアの導入や、土壌改良材アヅミンの導入。
花き
実需者ニーズに即した新たな品種の導入及び安定生産のためのかん水装置の
導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

あいち中央農業協
同組合

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

1,305.4 1,305.4

野菜
生産性向上のため部会が定めた品種の種子・苗を購入、活用。
生産性向上のため部会が定めた肥料・農薬等を購入、活用。
生産性向上のため土壌診断を実施、診断に基づいた土壌改良剤の投入、排水
対策を実施。
花き
生産性向上のため部会が定めた品種の種子・苗を購入、活用。
生産性向上のため部会が定めた肥料・農薬等を購入、活用。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。

西三河農業協同組
合

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

2,504.0 2,451.4

野菜・花き
産地で戦略的に推進する捕殺シート（ホリバー）の導入・利用等を推進す
る。
産地の推奨品種の導入を進め、国内外の新たな需要等に対応できる産地形成
を図る。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっておらず目標
未達成と評価するものの、取組実施者の責めに帰さない事情によ
るものであることから自主的な取組を期待し、事業主体への目標
達成に係る通知は行わない。

蒲郡市地域農業再
生協議会

R3
事業実施地区の対象品目の作
付面積が令和４年度末に現況
面積以上になること

949.9 949.9
花き、つまもの
蒲郡市農業協同組合及び三河温室園芸組合の営農指導に基づく、実需者ニー
ズに即した品種の導入及び害虫予察シートの導入。

令和４年度末の現況面積が計画時の面積以上となっているため事
業実施主体の成果目標は達成している。


